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1. はじめに 

地方公共団体では，都市交通の課題を分析して，実現

目標や評価指標を設定し，その達成状況や実施効果を

評価している．都市交通に係わる手引き 1)では，評価指

標の算出にはパーソントリップ調査，道路交通センサ

スや国勢調査等の統計調査を用いることが示されてい

る．しかし，これらの統計調査の実施頻度は 5～10 年に

1 回である．日々変化する都市交通状況を踏まえた施策

の計画，実行，評価，そして改善（PDCA サイクル）を

継続的に実施するには統計調査結果の鮮度の状態によ

っては適さないことも往々にしてある． 

上記の課題の解決策として，携帯電話やカーナビゲ

ーションシステム等から 24 時間 365 日取得できる交通

関連ビックデータの活用が期待されている．既往研究

として，今井らは 2⁾統計資料と交通関連ビックデータの

組み合わせ分析による都市活動のモニタリングが有効

な手段であることを示している．新潟交通では 3)，交通

関連ビックデータを活用したバス路線の見直しが実施

されている．交通関連ビックデータを活用した評価指

標の算出は，今後，多くの地方公共団体で取り入れられ

ると予想される．そのため，交通関連ビックデータを活

用した都市交通計画における評価指標の算出の検証は

重要であると言える． 

 本研究の目的は，都市交通計画の評価指標の算出に

おける交通関連ビックデータの適用可能性を明らかに

することとした．本稿では，公共交通空白地域の算出に

対する交通関連ビックデータの適用可能性を報告する． 

2. 研究方法 

本研究では，まず，地方公共団体における都市交通計

画の評価指標を調査する．次に，評価指標への交通関連

ビックデータの適用可能性を考察する．そして，導入効

果の期待できる評価指標を選定し，算出手法を考案す

る．最後に，社会に流通している交通関連ビックデータ

を用いて評価指標を算出し，適用可能性を検証する．本

稿では評価指標の算出結果までを報告する． 

3. 評価指標への交通関連ビックデータの適用可能性

の分析および算出する評価指標の選定 

本研究では，評価指標への交通関連ビックデータの

適用可能性の分析および算出する評価指標を選定する．

既往研究 4)を参考にすると，都市・地域総合交通戦略（以

下，「総合交通戦略」という．）を策定しているのは 74

団体あり，地域公共交通網形成計画を策定しているの

は 65 団体であった（平成 28 年 6 月時点）．評価指標の

調査結果を基に，交通関連ビックデータの適用可能性

を考察した結果を表-1 に示す．交通関連ビックデータ

は，「手段別の市民満足度」のような市民の主観に関す

る評価指標には適さないが，定量的に算出する「公共交

通カバーエリア内人口」等には適用可能性があると考

えられる．既往研究 4)では，人口分布統計を用いた公共

交通カバーエリア内人口の算出の有用性を示している．

この指標に着目すると，同指標に対して公共交通の利

用実績を組み合わせることにより，公共交通空白地域

を明らかにできる可能性がある． 

 以上より，本研究では，交通関連ビックデータを用い

て，公共交通空白地域の高齢者人口の算出手法を考案

し，その有用性を検証する． 

4. 公共交通空白地域の算出手法の考案 

本研究では，公共交通空白地域の高齢者人口の算出 

手法を考案した(図-1)．まず，NTT ドコモ社のモバイ 

表-1 評価指標への交通関連ビックデータの適用可能性 

 

手段別市民満足度 △

公共交通カバーエリア内人口 ○

バス利用者数 ○

路面電車・鉄道利用者数 ○

バスのサービス水準 ○

拠点等へのアクセス時間 ○

CO₂排出量 ○

交通関連ビックデータの適用

可能性
評価指標

○：適用可能性あり　△：適用が難しい
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ル空間統計である携帯電話の運用データに基づく人口

分布統計（以下，「人口分布統計」という．）から高齢者

の人口を抽出する．次に，バス・タクシーの乗降の場所

と人数を基に公共交通利用者の少ない地域を抽出する．

これらの結果を基に，公共交通空白地域の高齢者人口

を算出する． 

5. 公共交通空白地域の算出（ケーススタディ） 

本研究では，平成 28 年 4 月に地域公共交通網形成計

画が策定され，バス利用可能人口を算出しているつく

ば市を対象に，公共交通空白地域の高齢者人口を算出

した．算出には，人口分布統計，つくバスおよびつくタ

ク（市運営のデマンドタクシー）の乗降の場所と人数の

データを用いた． 

 つくバスおよびつくタクの利用実績のデータには，

年齢等の個人属性情報が含まれていないため，高齢者

の人口を正確に把握することができない．今後，交通系

IC カードの導入が進み，性別や年齢等の個人属性情報

の取得が可能であると考えられる．そこで，今回は高齢

者利用率の高いつくタクの利用数を高齢者のみと仮定

して利用することとした．また，バス停留所や鉄道駅の

公共交通カバーエリアを 300m と設定し，そのカバーエ

リア内の人をつくバスを利用できる人と仮定した．つ

くば市の人口分布統計から，上記の仮定した人口の差

を算出することで，その結果を公共交通空白地域の高

齢者人口とした． 

図-2 は，公共交通空白地域の高齢者人口を 500m メ

ッシュの地図上に可視化した結果を示している．図の

色が濃いメッシュは高齢者の滞留人口が多く，つくバ

ス路線がなく，つくタクの利用実績の少ない公共交通

空白地域の候補を示している． 

以上の結果から，公共交通サービスの PDCA サイク

ルの運営における有効な評価指標になると考えられる．  

6. おわりに 

本研究では，都市交通計画の評価指標の算出におけ

る交通関連ビックデータの適用可能性として，公共交

通空白地域の算出手法を考案し，ケーススタディを実

施した． 

今後の課題として，総合交通戦略や地域公共交通網

形成計画における各評価指標の算出への交通関連ビッ

クデータの活用可能性の検証があげられる． 

 

図-1 公共交通空白地域の高齢者人口算出の手順 

 

図-2 高齢者の公共交通空白地域の可視化 
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